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科学技術イノベーション創造推進費に関する基本方針 

平 成 3 0 年 3 月 2 9 日 

総合科学技術・イノベーション会議 

科学技術イノベーションは、経済成長の原動力、活力の源泉であり、社会の在り方を飛躍的に

変え、社会のパラダイムシフトを引き起こす力を持つ。しかしながら、我が国の科学技術イノベー

ションの地位は、総じて相対的に低下しており、厳しい状況に追い込まれている。

総合科学技術・イノベーション会議は、「イノベーションに最も適した国」を創り上げていくための

司令塔として、権限、予算両面でこれまでにない強力な推進力を発揮できるよう、司令塔機能の

抜本的強化策の具体化を図らなければならない。総合科学技術・イノベーション会議は、科学技

術イノベーション政策に関して、他の司令塔機能（日本経済再生本部、規制改革会議等）との連

携を強化するとともに、府省間の縦割り排除、産学官の連携強化、基礎研究から出口までの迅速

化のためのつなぎ等に、より直接的に行動していく必要がある。 

このため、平成 26 年度予算において、「科学技術イノベーション創造推進費」（以下、「推進費」

という。）を調整費として新たに創設し、内閣府に計上した。推進費は、総合科学技術・イノベーシ

ョン会議の司令塔機能強化のための重要な取組の一つであり、府省の枠を超えたイノベーション

を創造するために不可欠な政策手段である。 

このような観点を踏まえ、「推進費に関する基本方針」（以下、「基本方針」という。）を定める。 

１ 推進費の基本的考え方  （略） 

２ 実施方針の策定  （略） 

３ SIP の事務 

（１）SIP に係るガバニングボード（SIP 運営会議。以下、「ガバニングボード」という。）

（略）

（２）プログラムディレクター

プログラムディレクターは、ガバニングボード の承認を経て、課題ごとに内閣総理大臣が任命

する。プログラムディレクターは、担当する課題の研究開発計画等をとりまとめ、中心となって進め

る。 

（以下略） 

【改正理由】 

本改正は、プログラムディレクターの急な交代においても、研究開発の円滑な実施に支障を生じ

させないために、プログラムディレクターの承認を「総合科学技術・イノベーション会議」から「ガバ

ニングボード」に変更 するもの。


